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M02a SUNRISE-3/SCIPで観測されたMクラスフレアに伴う光球・彩層スペクトル
線の偏光信号
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太陽フレアは磁場に蓄えられたエネルギーを解放する爆発現象であるが、フレアを駆動する物理過程や、フレ
アによる低層大気の磁場構造変化などは未解明である。この解明のためには、フレア発生前から連続的に偏光分
光観測を行う必要があるが、フレアの予測困難性のために、特に彩層スペクトル線での観測例は限定的である。
国際気球観測実験 SUNRISE-3は、フレア予測モデル κスキーム (Kusano et al. 2020)を用いることで、7月

13日 12:40UT頃にAR13738において発生したM5.3クラスフレアについてフレア発生前からの連続的な偏光分
光観測に成功した。SUNRISE-3に搭載された近赤外偏光分光観測装置 SCIPは光球のスペクトル線に加えて Ca
II 854.2 nmおよび 849.8 nm線の偏光観測に成功した。X線フラックス極大の 10分前からこれら２つのスペク
トル線で増光が確認され、この増光領域では強い円偏光および直線偏光が観測された。また光球で形成される Fe
I 846.8 nm線では吸収線が埋まるほどの増光とそれに伴う偏光信号の変化が確認された。本講演では、この偏光
信号と磁場構造変化の関連、およびフレア全体のダイナミクスとの関連について議論する。


